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　新型コロナウイルス感染症もようやく収束のめど
が立ち，3月に行われたWBCでは，日本が3大会ぶ
り3度目の世界一に輝くという明るい話題が続いて
います。この流れで，ロシアのウクライナ軍事侵攻
の終結も願わずにはいられません。
　誌上ギャラリーは，尊田和徳先生から，京都の
「本法寺の桜」を頂きました。満開の桜と舞妓さん
の構図は，まさに日本の春を感じさせます。
　論説と話題は，日本医師会医療情報システム協
議会の報告です。現在，国は医療 DX（Digital 
Transformation）を急速に進めつつあります。「医
療 DXの対する日本医師会の考え」「国が目指す
医療 DX」「医療情報の標準化がめざす未来」
「地域医療情報連携ネットワーク」「サイバーセキュ
リティ」の５部門について２日間に渡り講演が行わ
れました。医療 DXに関する最新の話題，情報が
満載です。専門的な話もあり，なかなか理解しづら
い面もありますが，全国での医療 DXの現状や，
今後日本医師会や国の目指す方向性を理解する
ためにもぜひご一読をお願いします。
　医療トピックスは，医師会病院薬剤部中島誠先
生より，GLP-1受容体作動薬について解説して頂
きました。
　学術は，今村総合病院皮膚科武田浩一郎先
生から「造影剤の血管外漏出による皮膚潰瘍の1
例」をご報告頂きました。貴重なご報告ありがとうご
ざいました。
　医師会病院だよりはペインクリニック内科の紹介
です。一般的な疾患の痛みの治療から，高齢者に
おける痛みの治療の重要性などについてご紹介
頂きました。会員の先生方には，引き続き患者さん
のご紹介をよろしくお願い致します。
　随筆・その他は4題です。古庄弘典先生から，
切手が語る医学「ボスニア・ヘルツェゴビナの切
手」を寄稿して頂きました。粟博志先生からは，「歌
と写真で綴る薩摩の脇道― 歌三昧の史跡巡礼，
その６‐3―」を，濵田博文先生からは，『「記・紀」に
より，封印された邪馬台国と葬られた出雲の国が，
今蘇る』（全④―3）をご寄稿頂きましたが，いずれ

も史実の緻密な検証に驚かされます。リレー随筆
は，鹿児島大学病院初期研修医の植之原里香
先生からご寄稿頂きました。「かっこいい女」をユー
モアたっぷりに書かれ，国語が苦手だったとはとて
も思えない文章になっています。今度は，バイクにま
たがった「かっこいい女」として写真で登場してもら
いたいものです。
　各種部会だよりは，鹿児島市内科医会１月例会
で，順天堂大学合田朋仁准教授に「腎症を合併
した２型糖尿病の新しい治療戦略」という演題で
ご講演頂きました。鹿児島市医師会女性医師部
会総会・研修会では，鹿児島市立病院産婦人科
医員松宮克樹先生に「ヒラ男性勤務医の育休～
理想と現実と課題」という演題で，また南九州病院
小児科馬場悠生先生に「私の育休体験とその後
の生活」という演題でご講演頂きました。これから
は男性医師の育休も当たり前のようになっていくの
でしょうか。鹿児島市医師会学校医会総会・講演
会では，福元クリニック理事長福元和彦先生に
「変わりつつある性教育～性を表通りに！」という演
題でご講演頂きました。「LGBT法案」が議論され
る今，まさにタイムリーな講演です。
　各種報告は，理事会の概要，臨床検査センター
協力運営委員会，医報編集委員会を事務局より，
日本医師会女性医師支援・ドクターバンク連携九州
ブロック会議の報告を山中弘子先生より頂きました。
　附属施設だよりは，鹿児島市医師会病院や検
査センター収支実績，検査実績の報告です。今後
とも，皆様のさらなるご紹介・ご利用をお願い申し
上げます。
　鹿市医郷壇の題吟は「欠伸（あくっ）」です。ご
寄稿いただいた先生方，ありがとうございました。
初めての先生方もどうぞ奮ってご寄稿下さい。
　3月21日，岸田首相は戦火のウクライナを電撃訪
問しました。国会でも賛否両論ありましたが，5月日
本で開催されるＧ７首脳会議（広島サミット）の議
長国として，強力な指導力を発揮してもらいたいも
のです。

（副編集委員長 佐藤 大輔）
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　投稿者は原則として，鹿児島市医師会会員とする。ただし本会あるいは編集委員会が必要と認め執筆を依頼した
もの及び各種部会・委員会が事務局担当者へ執筆を依頼したものに関してはその限りではない。

投稿資格

この規程の変更は本編集委員会の議決及び鹿児島市医師会理事会の承認を要する。
この規程は平成１７年２月７日から施行する。
この規程は平成１９年４月５日から一部改正施行する。
この規程は平成１９年１１月１６日一部改正。投稿規則８項の施行は平成２０年４月１日とする。

附　則

原稿の採否,掲載コーナーについては編集委員会で決定する。

原稿分量は原則として【別表１】のとおりとする。

図・表・写真を掲載する場合はサイズを文字数に換算して【別表２参照】原稿分量の規程範囲内に収めることと
する。ただし,編集委員会から依頼した場合はその限りではない。

原稿は原則として返却しない。（写真・ＣＤ・フラッシュメモリ等は返却する。）

他の文献を引用する場合は,原稿中にその旨明記しなければならない。
また,その際に著作権料が発生する場合は,原則として投稿者本人の負担とする。

論文に関する投稿は,人権及び動物愛護,個人情報保護法に十分配慮しなければならない。

「鹿児島市医報」に掲載された原稿の著作権は,鹿児島市医師会に帰属する。他誌に転載する場合には,編集委
員会及び理事会の議を経ることとする。

「鹿児島市医報」に掲載された記事の別刷りを希望する場合は経費の実費（全額）を執筆者負担とする。
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投稿規則

コーナー

論説と話題

医療トピックス

学      術

思 う こ と

随筆・その他

鹿市医図書室

区・支部だより

各種部会だより

各 種 報 告

3，000字以内・医報２頁

3，000字以内・医報２頁

6，000字以内・医報４頁

3，000字以内・医報２頁

6，000字以内・医報４頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

原稿分量
【別表１】

 
約５cm 

約7cm 

約9.５cm 

約14.５cm 

基　本　形
約２００字

半頁の大きさ
約７５０字

【別表2】
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